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　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．環境に配慮した製品・サービスをお客様にお届けします。

３ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめます。

４ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

５ ．水道使用量の削減など省資源化に努めます。

６ ．化学物質使用量の適正管理に努めます。

　

日頃より弊社部品をご愛用して頂きまして誠に有難う御座います。弊社は、日本のものづくりに欠かせないプレス部
品の製造に携わっています。 設立から50年以上になります。特に「精密プレス部品」の製造に特化し、精密金型の
設計から金型製作、更に部品の量産まで、自社内で一貫して生産しております。 事業形態は全て受注事業ですが、
お取引先企業様からの信頼が厚く、これまで安定した受注実績を残しております。 しかしながら、お取引先企業様
の海外進出や技術革新は今後も続いていき、弊社を取り巻く経営環境は厳しさを増していくと思われますが、これま
での受け身の経営から脱却して、既存のお取引先企業様や新規お取引先企業様に対し「技術提案を積極的に推進」し
て行きます。弊社は、既存の部品に満足せずより良い部品をお客様にお届け出来る様社内のスキルアップを上げて技
術の向上を目指します。

環 境 経 営 方 針

製品及びサービスに係わる環境影響を常に認識し、環境汚染の予防を推進するとともに、環境マネ
ジメント活動の継続的改善を図ります。本業である製造の生産を通じて、地球温暖化問題への取り
組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
お客様に喜んでいただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供することが当社
の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。その
為には、エコアクション21（環境経営システム）に積極的に参加しPDCAの仕組みにより改善して行
きます。

制定日： 2021年4月28日

代表取締役社長 松田　隆
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更新日：
（１） 名称及び代表者名

松田産業株式会社
代表取締役社長　松田　隆

（２） 所在地
本　　　社　 奈良県香芝市五位堂6丁目223番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 営業課長　 葛城　蓮太郎　　 TEL：0745－77－7521
担当者 総務・経理課 高橋　厚子　　 TEL：0745－77－7521

（４） 事業内容
精密自動プレス金型設計・製作、　治具製作、　電子部品、自動車部品、製造販売

（５） 事業の規模
売上高 万円 (2021年度）

従業員　　　　　
延べ床面積　　　

（６） 事業年度 5 月 1 日 ～ 4 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 松田産業株式会社
対象事業所： 本　　　社　
活動： 精密自動プレス金型設計・製作、　治具製作、　電子部品、自動車部品、製造販売

□事業や製品（商品）の紹介

19名
980㎡

本　　　社　
26,209

合計
19名
980㎡

2022年5月6日

組 織 の 概 要
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更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

総務・経理課

環境委員会

単位
kg-CO2

ｋｇ

ｋｇ
㎥

電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh
電力会社

採用年度

水使用量
0.318

葛城蓮太郎

74,597 81,684

1,320 110

廃棄物排出量

高橋厚子

鈴木

2022年5月6日

社長 松田　隆

1,350 607 699
220

課長

上西

　一般廃棄物排出量
600　産業廃棄物排出量

項　目 2019年 2020年 2021年

二酸化炭素総排出量 31,000

0

116

0.318

関西電力 関西電力
2019年度 2019年度

環境経営組織及び役割・責任・権限

主な環境負荷の実績

総務・経理課
高橋厚子

営業課
葛城蓮太郎

製造技術課
浅井賢治

品質管理課

筒井弘美

全従業員

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

環境に関する実行責任者
環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境経営計画の審議

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
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□環境経営目標及びその実績

〇

〇

-
✕

✕

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減(売上原単位)

2020年

2021年

81,684

基準年度比 2020年 98% 80%

kg

0.0141 0.0139 0.0113 0.0138

原単位目標 (kg-CO2/千円) 〇

（目標）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準年度比

kg-CO2/千円

2020年 99%

kg-CO2/千円

二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

洗浄剤使用量適正管理
2020年 99%

（目標）

評
価

上段：
基準値 2021年 2022年

（基準年) （実績）

基準年度比 2020年

2023年

（目標）

0.344

74,597

99% 85.6% 98% 97%

0.355 0.351 0.300 0.347

7月6月5月

行動目標（次項による）

0.462 0.468 0.479 0.558
8月 4月

109

Co2排出量は増えているが前年度より売上高が増えているため達
成できていないが原単位に置き換えてみると達成出来ているので
引き続きこの状態で取り組みたい

・空調温度の適正化（冷房２0℃　暖房２8℃） ○

環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

・不要照明の消灯 ○
・デマンド監視を実施 ○

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

97%
107

112%
水道水の削減

基準年度比

0.260 0.341

98% 97%

0.5450.3650.418

0.333 0.291 0.2560.355 0.403

0.302 0.421 0.218 0.1780.289 0.213 0.290

0.378
11月10月9月

0.316 0.266
12月

98%

行動目標（次項による）

・空調機のフィルター清掃、点検 ○
・生産方法の改善による時間短縮 ○

3月2月1月

116 108

97%

0.0137

81% 98%

595601 699

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

電力による二酸化炭素
削減(売上原単位)

607

自動車燃料による二酸
化炭素削減(売上原単
位)

㎥ 110

一般廃棄物の削減
589

0.000

0.200

0.400

0.600

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

電力（kg-CO2/千円） 2020年 2021年
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2020年

2021年

一般廃棄物の削減

2020年

2021年

水道水の削減

2020年

2021年

52 47

達成状況

数値目標

・手洗い時、洗い物等節水の徹底

✕

0 ○
0 0

10 10 12 0 20

5月 6月

7月

・一般廃棄物分別の徹底 ○
・印刷物の削減　（コピー用紙） ○
・3S（整理・整頓・清掃）活動を実施（一 ○

○

○
数値目標 〇

6月

数値目標

5月

0

8月 9月
70 45 57

9 9
7月

35 51

29

・節水シールの貼り付けとポスター掲示
○
○

10
9月
89

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

11月 12月 1月 4月2月

0.018 0.022 0.017 0.012
0.015

7月 8月

自動車燃料による二酸化炭素削減(売上原
単位)

・発注・輸送（納品・引き取り）計画化

達成状況

○

5月 6月

ガソリン使用量は増えているが前年度より売上高が増えているた
め達成できていないが原単位に置き換えてみると達成出来ている
ので引き続きこの状態で取り組みたい

・定期点検を着実に実施（社用車の車検

・使用後の梱包資材等の帰り便回収

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0.008 0.019 0.0100.015

10月 11月

10月 11月

達成状況

0

✕

34 58

0.020 0.009
0.027 0.0120.016

43

4月
0.015

12月 1月

0.012 0.007
0.013

0.0120.007
0.011

0.009
0.009

9月

4月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2月 3月

0

12ヵ月間まだまだ、新型コロナウイルス感染症対応にて従業員全
員が手洗い、うがい等使用にて水道の使用量が増えた。今後につ
いては、新型コロナウイルスの影響による状況を見ながら引き続
き対応して行きたい

9 12

21

10月
9 9

20

57
1月12月

0.008

33 58 57

7658 70

12ヵ月期間中目標値に対して達成出来なかった
従業員の分別意識が高まったが、廃棄物目標の削減には至らな
かった今期の反省を生かして来期は従業員一丸となって目標達
成に努力する

3月

63 66 93 53

66 54
2月

8月

0 23 0

9 98
3月

0.000

0.010

0.020

0.030

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

ガソリン（kg-CO2/千円) 2020年 2021年

0

10

20

30

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

水道水（㎥） 2020年 2021年

0

50

100

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年
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洗浄剤使用量適正管理

環境に配慮した製品・サービスへの取り組み

緊急事態の想定： 油漏洩の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

製造技術課のプレス作業場にてプレス油保管場所に置いてある缶が転倒してプレス油が
作業場の床に漏洩した想定で対応措置の訓練を行った。
参加者が製造技術課課長の指示のもと漏洩箇所に油吸い取りパット等を使用して迅速に
対応して教育訓練を終了した。

浄化槽の使用

製造技術課全員（8名）

空気圧縮機、機械プレスの設置
浄化槽法

環境関連法規制等名称
廃棄物処理法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

環境管理、品質管理　
業務用空調機の設置フロン排出抑制法

・製品・情報の公開 ○
・廃棄率削減 ○

・SDSによる安全性管理 ○

空気圧縮機、機械プレスの設置

該当する設備・項目

騒音規制法
一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出

振動規制法

顧客要求事項

2021年8月23日 製造技術課

参加者全員が理解して問題なく実施できた。

プレス油の漏洩時対応教育

-

・持続可能な原材料の採用 ○ 12ヵ月の期間中製品及びサービスに係わる環境影響を常に認識
して、環境汚染の予防を推進する事やエコアクション21（環境経営
システム）に積極的に参加することが出来て、PDCAの仕組みによ
り改善することが出来ました。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

【中期計画】 -

0 0

・蒸留再生の管理 ○

達成状況

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

緊急事態対応の試行・訓練

12ヵ月間有機溶剤から炭化水素系の洗浄剤に変更により従業員
の健康被害の改善になり、作業環境改善にもなった。炭化水素系
の洗浄についても適正管理を実施しています。引き続きこの状態
を維持したい

取組結果とその評価、次年度の取組計画
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

1年間CO2排出量は、増えているが前年度より売上高が増えているため達成できていないが原単位に置き換えてみると達成で
きているので引き続きこの状態で取り組みたい
1年間ガソリン使用量は、増えているが前年度より売上高が増えているため達成できていないが原単位に置き換えてみると達
成できているので引き続きこの状態で取り組みたい
1年間従業員の分別意識が高まったが、廃棄物目標には至らなかった今期の反省を生かして来期は目標達成に努力する
まだまだ、新型コロナウイルス感染症対応にて従業員全員が手洗い、うがい等使用にて水道の使用量が増えた。今後について
は、コロナウイルスの影響による状況を見ながら引き続き、活動を進めて行きたい
有機溶剤から炭化水素系の洗浄剤に変更により従業員の健康被害の改善になり、作業環境改善にもなった。炭化水素系の洗
浄についても適正管理を実施いています。引き続きこの状態を維持したい
1年間製品及びサービスに係わる環境影響を常に認識して、環境汚染の予防を推進する事やエコアクション21（環境経営システ
ム）に積極的に参加することが出来て、PDCAの仕組みにより改善することが出来ました。

代表者による全体の評価と見直し・指示
2022年5月6日
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